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                発表日：2010年10月21日(木)  

～雇用改善に翳りが見られるなか、消費抑制の動きが一段と広がっていることを確認～ 
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・ ９月の英国の小売売上数量（ガソリンスタンド含む）は前月比▲0.1％と２ヶ月連続の減少。事前予想

（同＋0.3％）を下振れたうえ、前月が0.2％ポイント下方修正され、数字以上にネガティブな印象。

7・8日のＢＯＥの金融政策委員会では先行きの追加緩和の可能性が示唆されたが、消費抑制の動きが

一段と広がっていることは、追加緩和派をさらに勢いづかせよう。 

・ 発射台の高さに助けられ、7-9月期の小売数量は前期比＋1.1％と堅調な伸びを持続（4-6月期は同＋

1.5％）。四半期換算のトレンドに相当する３ヶ月前比年率値も増加基調が続いているが、移動平均に

よる転換点の遅れを考えれば、今後数ヶ月でゼロ近傍へ低下する可能性が高い（右図）。 

・ 今回の小売統計の結果を受けて、26日発表の7-9月期のＧＤＰ速報で前期比＋0.5％程度との予想に変

更はないが（4-6月期の実績は同＋1.2％）、10-12月期以降の成長率は一段と減速する可能性がある。

景気回復下で改善が続いてきた雇用環境も8・9月と２ヶ月連続で失業保険の申請者が増加。20日に固

まった歳出削減計画では、今後４年間に50万人規模の公務員が削減される可能性が示唆された。 
■英国の小売売上数量（前年同月比） ■英国の小売売上数量と実質個人消費

注：小売売上数量は３ヶ月移動平均、３ヶ月前比年率
注：小売売上数量はガソリンスタンドを除く 　　個人消費は前期比年率
出所：英連邦統計局 出所：英連邦統計局
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■英国の小売売上数量（季節調整済み、前期<月>比、％）

2009 2010 2010
4Q 1Q 2Q 3Q 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

小売売上数量・合計 0.6 -2.3 1.6 1.1 2.0 0.3 0.0 0.7 0.6 0.9 -0.7 -0.2
除くガソリンスタンド 0.9 -1.5 1.6 1.3 1.9 0.4 0.0 0.6 0.9 0.9 -0.6 0.0

食料品店 -0.2 -1.6 0.7 -1.0 -0.8 0.1 0.2 0.7 0.8 -1.5 -0.4 0.1
非食料品店 1.2 -1.2 2.0 2.3 4.0 0.3 -0.1 0.4 0.8 2.4 -1.1 0.1

百貨店・スーパー 1.4 1.8 3.9 1.3 0.3 0.9 1.5 1.6 1.5 -0.9 0.9 0.2
衣料品店 0.4 4.3 0.3 1.1 0.6 -0.4 0.7 -1.0 1.1 1.5 -0.7 -0.8
家庭用品店 1.2 -6.1 3.9 -0.0 10.4 1.8 -1.8 1.7 0.7 -0.6 -0.9 0.2
その他 1.9 -4.7 1.2 6.2 5.6 -0.3 -0.5 0.1 0.3 7.7 -2.8 0.7

非店舗型小売 5.6 -2.2 3.9 7.5 2.7 2.7 -1.1 2.5 1.9 3.7 2.5 -0.5
ガソリンスタンド -2.0 -10.6 1.9 -1.1 3.0 -0.6 1.0 1.7 -2.4 1.5 -1.1 -2.3

小売売上高・合計 1.5 -1.2 1.7 0.7 2.0 0.5 0.5 0.5 -0.2 1.0 -0.6 0.3

出所：英連邦統計局  


